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X24a ハーシェル宇宙望遠鏡で探る z = 2− 3 原始銀河団の星形成活動
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原始銀河団は遠方宇宙に見つかる銀河の高密度領域である。原始銀河団では銀河の衝突や合体を要因として爆
発的星形成銀河が集中的に見つかると予測されてきた。我々は原始銀河団、2QZCluster、HS1700、SSA22 (赤方
偏移 2.23、2.30、3.09)において爆発的星形成銀河の探査を行った。天体選択ではハーシェル宇宙望遠鏡に搭載
されている SPIREカメラの色 (S350/S250 と S500/S350) が、それぞれの原始銀河団の赤方偏移でのダスト温度
30-40 Kの修正黒体輻射と矛盾しない 250 µm ソースを選び出した。その結果、2QZCluster では、6つの爆発的
星形成銀河からなる 4σの高密度領域を、原始銀河団銀河であるHα輝線銀河の数密度中心から約 2 Mpc 離れた
位置で、HS1700 では、8つの爆発的星形成銀河からなる 5σの高密度領域を、原始銀河団銀河であるライマンブ
レーク銀河の数密度中心から約 1 Mpc 離れた位置で発見した。SSA22 においては、250 µm ソースの優位な高
密度領域を発見できなかったが、3つの 500 µm ソースが、原始銀河団銀河である Lyα輝線銀河の数密度中心か
ら約 1.5 Mpc 離れた位置で集まっていることを発見した。これらの爆発的星形成銀河がそれぞれの原始銀河団に
付随していた場合、その星形成率密度は同じ時代の平均的な値とくらべて一千倍から一万倍高いことが分かった
が、正確な赤方偏移や、爆発的星形成の要因を探るためには、分子輝線などを用いた分光観測が必要である。


